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本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社のＣＳＲに対す
る考え方や取り組みなどについて、ステークホルダーの皆
さまに分かりやすく報告し、ご理解いただくことを目指し
ています。
本2009年版では、当社CSRの考え方を今一度明確にす
るとともに、各部門担当役員にインタビューを行い、
2008年度の取り組みの進捗状況と今後の取り組み等につ
いて報告しています。また、当社が飲料用アルミ缶メーカ
ーとして、事業活動を通じて社会や地球に対して果たして
いる役割や取り組み等についても掲載しています。
本報告書に掲載していない各種情報などの関連情報の詳
細は、ホームページ上でも報告していますので、併せてご
参照くださるようお願いいたします。

当社ホームページURL http://www.unican.co. jp/

【報告範囲】
［対象期間］2008年度（当社事業年度：2008年４月～2009年３月末）を

中心に、一部には2009年９月末までの状況報告や2008年度
以前の活動も含めて掲載しています。

［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社、新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2009年10月（次回：2010年９月予定、前回：2008年９月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、当社の将来に対す
る予測・予想・計画等も掲載しています。これらは現時点で入手可能な情報に
基づく仮定ないし判断であり、将来の事業環境の変化等によって影響を受ける
可能性があることをあらかじめお断りいたします。

編集方針

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」
■ 食の安全・安心に貢献します

■ 環境負荷の低減を追及します

■ お客様の立場に立って、
価値ある技術、製品、サービスを提供します

経営理念

■ CSR活動を推進し、全てのステークホルダー
から信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、
働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営方針
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ユニバーサル製缶株式会社
2005年10月1日
〒112-8525 東京都文京区小石川1-4-1（住友不動産後楽園ビル）
80億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　太田　拓夫
約900名（2009年8月末現在）
結城工場、群馬工場（ボディ部門、エンド部門）、
富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
※群馬工場（エンド部門）は2009年10月1日に北海製罐株式会社へ譲渡しました。
大阪支店
飲料用アルミ缶の製造、販売及び研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

ユニバーサル製缶株式会社の概要

社 名
設 立
本 社
資 本 金
出資比率

代 表 者
従業員数
生産拠点

支 店
事業内容
関係会社

※全社で、ISO9001、ISO14001を取得しています。

会社概要

事業所概要 ①操業開始年・月　②製品



ユニバーサル製缶 CSR報告書 2009

Can For You!
全社員が感謝の思いを胸に、
人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供

社長メッセージ

――当社は、設立以来「人と社会と地球にやさしい飲料

容器の提供」を経営理念に掲げて事業を展開しています。

その中でCSR活動の推進についてお話しください。

太田社長 私は、この経営理念を全社一体となって実

践することこそ、当社のCSR（企業の社会的責任）活動

であると考えています。

この経営理念には、人と社会と地球にやさしい飲料

容器を提供することを通じて、より豊かな社会づくり

に貢献し、社会から信頼される良き企業市民として持

続的な発展を遂げていきたいという思いが込められて

います。

これを実践していくために、①食の安全･安心に貢献

4

します、②環境負荷の低減を追及します、③お客様の

立場に立って、価値ある技術、製品、サービスを提供

します、の３項目を掲げて事業活動に取り組んでいま

す。私たちが事業活動を日々真摯に誠実に取り組んで

いくことイコール当社CSRです。社員一人ひとりがこ

のことを自覚し、誇りを持って事業活動を展開してお

ります。

――当社は「安全」について全社を挙げて取り組んでい

ますが、その基本的な考え方をお話しください。

太田社長 まず、「食の安全・安心」については、先述の

とおり当社経営理念の重要な柱としています。従来か
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ら全社を挙げた取り組みを展開しており、その一環と

して、同業他社に先駆けてISO22000（食品安全マネジ

メントシステム：FSMS）の認証取得を推進しています。

2007年度の結城工場の取得を皮切りに、2008年度は

富士小山工場、群馬工場エンド部門において取得し、

2009年度は群馬工場ボディ部門、滋賀工場において認

証取得の準備を進めており、2010年度には全工場で取

得する計画です。このように飲料用アルミ缶メーカーと

して食品衛生・食品安全レベルの向上を図っていきま

す。

次に、安全衛生については、「安全第一で危険ゼロ」

の職場づくりを推進しています。昨年12月には、全社

的な安全衛生活動を強化徹底するために「安全環境部」

を新設しました。協力会社を含めた全社員の安全を確

保するため、「労働災害“ゼロ”の達成」を目指し、安全

第一の意識を職場の隅々にまで徹底して浸透させてい

きます。

――環境保全への取り組みについてもお話しください。

太田社長 環境保全についても、重要な経営課題とし

て全社的に取り組む体制を構築しています。当社環境

基本方針を着実に実践するため、「全社環境委員会」、

「省エネ推進委員会」などの全社的な委員会を定期的に

開催しています。また、当社は三菱マテリアル社時代

から地球環境保全、循環型社会構築に向けたＵＢＣ（使

用済み飲料用アルミ缶）のリサイクルにも取り組んでい

ます。国からは「アルミ缶はリサイクルの優等生」との

評価をいただいております。今後も着実にリサイクル

活動を推進していく所存です。

――人材育成についてはどのようにお考えですか。

太田社長 当社が今後も社会に貢献し、持続的に発展

していくためには、長い歴史の中で培われてきた技術･

技能や経験を正しく後世に伝え、それを活かすことの

できる人材の育成が必要不可欠です。人は財産である

ことをより明確にするために、専門部署として「人財開

発部」を2009年6月に新設しました。また、当社の次

代を担う若手の育成も推進していきます。

当社CSRを全うするためにも、好不況に左右される

ことなく、今後も人材育成に力を注いでいきます。

――最後に、今後の当社CSRの方向性についてお話し

ください。

太田社長 今日のようにアルミ缶事業を継続すること

ができるのも、当社が社会から必要とされ、そして信頼

されているからだと考えています。このことを今一度

認識することが必要ではないでしょうか。当社のステー

クホルダーの皆様に対する感謝の思いが重要です。

当社は、その感謝の思いを形にするために、これか

らもアルミ缶事業を通じて、豊かで、安全・安心に暮ら

せる社会の実現を目指し、あらゆる努力をしてまいり

ます。全社員がアルミ缶事業に誇りと気概を持ち、

Can For You！のスローガンのもと、全社一丸となっ

て邁
まい

進していく所存です。今後も引き続き、ステーク

ホルダーの皆様方のご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申

し上げます。

――どうもありがとうございました。

提供

「CSR報告書2009」の発刊に当たり、
当社CSR活動が目指すものについて、太田拓夫社長にインタビューを行いました。

取締役社長
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経営報告
Management Report

私たちの部門のCSR活動 各部門担当役員メッセージ

最適生産体制の構築については、ボディ（缶胴）部門では、
①スペック統一による交錯輸送低減、②全工場で多様なニー
ズに対応できる多品種少量生産を効率的に行う体制の構築な
どに取り組んできました。また、エンド（缶蓋）部門では、
①操業の繁閑に応じた柔軟なシフト切り替えと生産技術教育
の実施、②設備投資を含む不良発生源対策による品質向上な
どで成果が上がりつつあります。
もうひとつの重点課題｢スキルアップと安全環境づくり｣に
ついては、①業務改善に関する提案活動のレベルアップを目
指したところ、提案件数は約4,500件と計画を上回っていま
す。改善提案発表会を年２回に拡大。②スキルアップ教育を
組織的に運用するため、人財開発部を新設して技術伝承の
強化を図り、③2008年度に労働安全衛生マネジメントシス
テム（OSHMS）を取得した岡山工場をモデルとし、安全活動
の全社横展開を推進しています。
また、当社はかねてよりリサイクル･環境負荷低減を推進
しており、2008年度もアルミ原料としてUBC（使用済み飲
料用アルミ缶）の使用率50％以上をキープしています。

CSRの基礎となるコンプライアンス及びリスクマネジメン
ト活動を推進していきます。その中で、①安全第一で危険ゼ
ロの現場を実現するために、更なる災害の撲滅を進めていき
ます。また、②高品質且つ安定的に製品を提供できるように、
クレーム件数の低減、製品歩留の向上、生産計画に見合った
生産量確保などの諸問題について、他部門との連携を図りな
がら真摯に取り組んでまいります。

お客様のニーズに応える
最適生産体制の構築

取締役副社長

白井　啓一

生産部門

営業部門の使命は、各工場で生産した高品質且つ安全･安
心して使用できるアルミ缶を、お客様や消費者にお届けす
る橋渡しをすることにあります。当社はISO22000の認証
を全工場において取得することを推進しており、2008年
度においては富士小山工場、群馬工場エンド部門が計画通
り取得し、監査のために工場を訪問されたお客様から高い
評価をいただいています。
営業部門の課題として、従来から生産現場とのコミュニ
ケーション不足がありましたが、相互の積極的な意見交換
により、現在はそれも大幅に改善されています。さらに営
業担当者は工場に努めて出向き、お客様の要望を生産現場
にフィードバックし、生産現場と一体となって、お客様に
とって価値あるアルミ缶の提供を目指しています。

今後、わが国では少子高齢化が進み、アルミ缶の需要も
これまでのような伸びは期待できず、むしろ減少していく
ことが予想されます。そのような状況の下でいかにお客
様・消費者に満足いただけるアルミ缶を提供できるかが重
要となります。高品質でしかも環境に配慮し、食の安全・
安心にも貢献するアルミ缶を生み出すために、営業部門は、
生産現場以外にも品質保証、技術開発、安全環境等の各部
門との連携を今まで以上に深めていきます。お客様、当社
部門・工場とのコミュニケーションの橋渡しを担い、全社
一体となって、お客様や消費者の満足度アップに貢献して
いきます。価値あるアルミ缶の提供を通じて、豊かな社会
の発展に貢献してまいります。

お客様、当社部門・工場との橋渡し
により、価値あるアルミ缶を提供

常務執行役員　
営業統括部長

富永　泰夫

営業部門

■ 2008年度取り組み状況

■ 今後の取り組み等

■ 2008年度取り組み状況

■ 今後の取り組み等
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経営報告

当社は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となることを目指しています。
そこで、各部門の2008年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部門担当役員より報告いたします。

Management Report

当社は創業以来、時代に先駆けて３R（リデュース・リユ
ース・リサイクル）に取り組んでいます。その一環として、
技術開発部門では関係各部門と連携して缶重量の削減に取
り組んできました。その結果、2006年度は2004年度と比
べて▲2.7％、2007年度は▲3.7％、2008年度は▲3.9％
と業界削減目標（2004年比で2010年までに1.0％削減）
を上回る成果を達成しました。これは、お客様と共同で、
①高強度材による薄肉軽量化のスピードアップ、②エンド
小口径化――などに取り組んできた成果によるものです。
また、健康問題（環境ホルモン問題等）についても、当
社は、日本アルミニウム協会の「アルミニウムと健康」連
絡協議会などと連携して、積極的に取り組んでいます。そ
の結果、アルミニウムとアルツハイマー病との因果関係を、
専門分野の先生方のご協力により、関与を否定できる動物
実験結果を微量元素学会で発表できるまでに至りました。

現在、日本社会では、ユニバーサルデザインが求められ
ています。アルミ缶でも同様で、当社の缶蓋のタブの改良、
使う人の指に優しいタブの開発が学会から評価（2008年度
日本機械学会（論文）賞受賞）されましたが、さらなる機能
向上を目指していきます。食の安全･安心を守るISO22000
についても、引き続き、技術開発部門として支援をしてい
きます。
また、高強度材による薄肉軽量化については、さらなる
技術力アップを目指して取り組んでまいります。

食の安全・安心を守る開発と
薄肉軽量化技術のさらなる向上

常務取締役

西山　貞雄

技術開発部門

昨年12月の組織変更により、「安全環境部」がスタートし
ました。安全環境部のCSRの柱にコンプライアンス（法令
遵守）があります。環境関係で当社が遵守すべき法令は、
30を超えており、これらの法令のデータベースを2008年
度に完成させました。これは、法令のみならず、工場所在
地の地方自治体の条例･協定などにも対応しており、工場担
当者はデータベースを検索することで、問題が発生した場
合の迅速な対応が可能となりました。また、このデータベ
ースに基づいて自主的な工場監査も可能となりました。

安全については、「安全第一で危険ゼロ」を目標に、全工
場で安全意識の向上を図っていきます。昨年度に労働安全
衛生マネジメントシステム（OSHMS）を取得した岡山工場
をモデルとして、全社横展開を図り、労働安全衛生活動を
推進していきます。現場の第一線の社員とのコミュニケー
ションを密にし、全社一体となった安全意識の高揚、職場
の安全文化の醸成を促進していきます。
環境については、環境保全、地球温暖化防止への取り組
みを推進していくため、全社環境委員会を立ち上げました。
今後ともリスクマネジメント活動をベースとして、①省エ
ネ（C02削減を含む）、②水質管理、③産業廃棄物管理――
などに積極的且つ継続的に取り組んでまいります。

環境関係の30を超える法令の
データベース構築

執行役員
安全環境部長

野　公一

安全環境部門

■ 2008年度取り組み状況

■ 今後の取り組み等

■ 2008年度取り組み状況

■ 今後の取り組み等
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私たちの部門のCSR活動 各部門担当役員メッセージ

管理部門は、社員が安心して業務に励むことができる環
境作り、すなわち「安人昌業」を目指しています。社員の業
務が円滑に進められるようにサポート活動の充実に努めて
います。
CSR委員会、全社安全衛生委員会、全社環境委員会等の
各種委員会において、各部署、各工場のコミュニケーショ
ンを活性化するために管理部門として様々な情報を発信し、
会社横串機能を果しています。
また、当社設立後４年が経過し、全社員がCSR、コンプ
ライアンス、リスクマネジメントを意識して各業務に取り
組んでおり、当社CSRのレベルが着実に向上していること
が見て取れます。このようにして、アルミ缶事業を持続・
発展させていくためにコンプライアンス、リスクマネジメ
ントを徹底・強化し、全員のベクトル合わせを行っています。

現在、社員が自分の成長を実感できる制度の構築を検討
しています。努力の過程や成果を公正に評価し、公平で透
明性の高い人財育成制度の導入により、さらなる社員の活
力向上を目指しています。
また、当社の次代を担う若手の育成、技術伝承も課題と
なっております。厳しい経営環境が長く続いたため、当社
の人員構成はややいびつになっていますが、これを解消す
るために優秀な人材を積極的に確保していきます。また、
技術伝承については、「人財開発部」を新たに設置し、全社
的に技術・技能の伝承を図り、次代を担う人材育成を組織
的に実施していきます。
今後も引き続き、管理部門として各部署、各工場の業務
サポートを行い、全社員がやりがいを感じることのできる
職場確立に努めてまいります。

■ 2008年度取り組み状況

「安人昌業」
将来に夢を持てる会社へ進化を

取締役　

渋谷　宝作

■ 今後の取り組み等

管理部門

品質保証部門の使命は、お客様はもとより、その先の消
費者に「食の安全・安心」をお届けすることにあります。そ
のため、従来から生産･営業･技術開発部門と緊密な連携を
取って、品質保証活動を展開しています。
その一環として、同業各社に先駆けてISO22000の認
証を全工場において取得することを推進しており、2008
年度は富士小山工場、群馬工場エンド部門において取得し
ました。
また、生産部門と一体となって、品質問題であるキズや
凹み等の発生源対策を行っています。お客様や工場の品質
保証部門からの品質情報を迅速に生産部門にフィードバッ
クし、設備投資を含む抜本的な発生源対策を行うことで、
クレーム件数が着実に減少しています。

ISO22000の認証取得は当社の重要課題です。2009年
度は群馬工場ボディ部門、滋賀工場、2010年度には全工
場で取得を完了する計画です。これによりお客様や消費者
からのさらなる「食の安全・安心」の信頼度アップを図りた
いと考えています。
生産部門における徹底した発生源対策と並行して、品質
保証部門においても各種検査機の性能アップ等により流出
防止に努めています。今後も発生源対策と流出防止の両輪
で品質保証体制の強化を図っていきます。
アルミ缶への多様・高度なニーズに応えるため、各工場
では多品種少量・短納期生産が行われており、その中で品
質を安定的に確保していく必要があります。今後も、生
産･営業･技術開発部門と常に情報を共有し、全社一体とな
った業界トップの品質実現を目指してまいります。

品質リスクの根絶と
業界トップの品質実現を

取締役

葛西　和明

品質保証部門

■ 2008年度取り組み状況

■ 今後の取り組み等

経営報告
Management Report
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■ 意思決定および業務執行の体制
当社における経営の意思決定および監督は、取締役５名で構
成される取締役会において行っています。また、意思決定の迅
速化と機動的な会社運営体制を構築するため、執行役員制度を
導入しています。この構成は、経営の客観性と透明性を確保す
るうえで適正と考えています。
この他、取締役会に付議される案件は、取締役社長および６
名の社長補佐等で構成される経営会議にて事前に十分な審議を
行い、意思決定の適正化を図っています。

■ 監査体制
当社の監査体制は、監査役・監査役会による業務監査・会計監

査、会計監査人による会計監査、業務監査部による内部監査と
三様の監査体制を敷き、業務の改善に努めています。
監査役会は、取締役の職務執行を監査し、その適法性及び適
正性確保に努めています。

コーポレート・ガバナンス

業務監査部は、取締役社長直属の組織として、主に業務内容
全般の適法性、合理性、効率性などを監査し、本社、工場及び
関係会社の内部監査結果を経営会議に報告します。また、被監
査部署に対して改善指導を行います。その他に、当社は三菱マ
テリアル社の経営監査も受けています。

■ CSR活動
当社は会社設立以来、ステークホルダーからの信頼を得るた

め、不祥事・事故等の未然防止に向けたリスクマネジメント活動、
コンプライアンスの強化徹底を基礎としたCSR活動に取り組ん
できました。
2007年８月には、これまで以上に積極的にCSR活動を推進
するため、取締役社長を委員長に、取締役副社長を副委員長と
し、管理・営業・生産・技術開発・安全環境・品質保証の各部門担
当役員、工場長、オブザーバーの常勤監査役で構成するCSR委
員会を発足させています。
また、全社員のCSR意識の向上を目的として、各部門担当役員、
工場長をCSR責任者とし、その下にCSR管理者およびCSR担当
者を置き、全社を挙げてCSR活動に取り組んでいます。

■ コンプライアンス
法令やルールの遵守は、適正な事業活動の基礎となります。
全社員のコンプライアンス・マインド向上を目指して、昨年度
は具体的に以下の取り組みを行っています。
①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年10月）における
啓蒙活動
・社内報秋号の特集記事「企業倫理月間を迎えるに当たって」
・各職場における教育の実施（三菱マテリアル社作成の「私たち
の行動指針10章ケーススタディ集」等を活用）

②コンプライアンス教育の実施
・工場を対象とした下請法講習会
・営業部門を対象とした契約講習会
③CSR研修の参加
・三菱マテリアルグループのCSR研修に参加

■ リスクマネジメント
当社では、管理部総務・人事室がCSR委員会事務局として、リ
スクマネジメント実施部署（本社部門、工場及び関係会社）と連
携して、リスクマネジメント活動を推進しています。
毎年度、実施部署はリスクを洗出し、当該リスクの発生確率、
被害規模等を総合評価します。また、リスクアセスメント、リ
スク対策を実施します。このように、PDCA（Plan、Do、
Check、Action）サイクルで取り組んでおり、今後も精度を向
上させていきます。

CSR推進体制

コーポレート・ガバナンスとCSR推進体制

経営報告
Management Report
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環境報告
Environment Report

環境への取り組み体制

環境マネジメント

当社は、2006年度までに全工場、支店、本社でISO14001の
認証取得が完了し、アルミ缶製造による環境負荷の低減に努
めてきました。当社は環境基本方針を実践するために、社長
が委員長を務める「全社環境委員会」で、環境に関する全社的
な方向性の決定や、結果の評価（検討・見直し）を行っていま
す。また、各工場長を中心とした「サイト環境委員会」で、各
工場の目的・目標を設定し、各地域の条例などに応じた独自の
環境保全活動を行っています。全社で取組むべき重点項目に
ついては、専門のプロジェクトチームを設置して活動してい
ます。

ユニバーサル製缶株式会社環境基本方針

ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）
は、アルミニウム製の飲料缶を製造している。
当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課

題の一つである事を認識し、事業活動に伴う環境
負荷の低減を図るとともに、環境に優しい製品を
提供するため、次の環境保全活動を実施する。

1．環境意識の育成　
当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員

の一人ひとりが環境保全に努めるよう、「ユニバーサル
製缶㈱環境基本方針」を全社員に周知させることにより、
環境意識の育成を図る。

２．環境マネジメントシステムの
継続的改善及び環境汚染の予防　
当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネ

ジメントシステムの継続的改善を図り、環境面のパフォ
ーマンスの向上と環境汚染の予防に努める。

３．法令及び社会的約束の遵守　
当社は、環境関連の法令、及び、社会的約束を遵守し、
技術的、経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取組む。

４．環境保全活動の実践
当社は、
①全部署を包括した統合システムで環境保全活動を展開
する。
②定期的に内部環境監査を実施し、自主的に環境マネジ
メントシステムの改善に努める。
③「ユニバーサル製缶㈱環境基本方針」に基づく環境保
全活動の目的、及び、目標を設定する際には、次の事
項を考慮する。
・地球環境保全に配慮した製品の開発・設計、製造、
保管、及び、輸送。
・廃棄物の削減とリサイクル推進によるゼロエミッシ
ョンを目指した活動。
・資源、エネルギー（電力、燃料）の有効活用、並び
に、低負荷品への代替促進。
・地域社会との調和、共生の推進。
④環境事故、及び、緊急事態発生の予防に努める。

５．情報の開示
この環境基本方針は社内外に開示する。

1. 省エネ：エネルギー原単位１％削減
省エネ推進委員会を設置し、「エネルギー使用量
の見える化」を中心に、岐阜工場と群馬工場ボ
ディ部門をモデル工場として活動しています。

2. 排水：外部流出事故ゼロ
水質管理委員会を設置し、外部コンサルタント
の協力のもと、規制値の遵守、事故防止のため
の管理体制、施設の運用方法の見直しを行って
います。

3. 産業廃棄物：廃棄物管理の徹底と
原単位１％削減

廃棄物管理委員会を設置し、廃棄物管理の徹底、
法令遵守状況の確認、法令改正内容の周知を行
っています。また、廃棄物削減の取り組みとし
て原単位１％削減を目標に活動しています。

4. VOC＊排出量の低減
2006年度に滋賀工場、2008年度に岐阜工場に
VOC燃焼装置を設置し、VOC排出量の低減に取
組んできました。引き続き2009年度は岡山工場、
結城工場にも設置予定です。

＊VOC：揮発性有機化合物

2009年度重点取り組み項目
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物質フロー

アルミ缶製造における環境負荷

環境報告
Environment Report

ものづくりには多くの資源・エネルギーを消費し、様々な副
産物や廃棄物を排出するという側面があります。当社は限り
ある資源を大切に使うこと（INPUTの削減・有効利用）と、地

球環境の保全に貢献すること（OUTPUTの削減・管理）を念頭
におき、アルミ缶メーカーとしての特徴を活かした環境負荷
低減に取り組んでいます。
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環境報告
Environment Report

アルミ缶リサイクル

環境に優しいアルミ缶

■高いリサイクル率
使用済み飲料用アルミ缶（＝UBC：Used Beverage

Can）は、回収→再生利用により資源として高い価値を維持
します。このUBC再生利用を主とした国内のアルミ缶リサ
イクル率*1 は、ここ10年間で約10％向上し、90％前後と
なっています。当社はUBC回収における地域の方との相互
協力や、再生利用までの様々なしくみを通してリサイクル率
向上に貢献しています。
*1 アルミ缶リサイクル率：再生利用重量／消費重量

■リサイクルによる省エネルギー
アルミニウムの原料であるボーキサイトからアルミ地金を

作るために使用するエネルギーを100とすると、UBCから
再生地金を作るエネルギーは約３です。つまり、アルミ缶の
リサイクルは資源節約だけでなく消費エネルギーの節約にも
大きな効果があります。

■当社のアルミ缶は
当社は、UBCを回収し、再生材として再利用しています。

この再生地金を主とした環境負荷の低い再生材*2 を約60％
使用することで、ボーキサイト資源の節約と省エネルギー、
そして地球温暖化防止に貢献しています。
また、三菱マテリアルグループの一員である、三菱アルミ

ニウム社の協力により、UBCを溶解→鋳造→圧延→アルミ
缶用コイル材へと一貫処理*3 することでさらに環境負荷の
低いアルミ地金再生システムを確立しています。
*2 再生材＝再生地金＋製缶工程スクラップ
*3 UBC一貫処理により、再生利用までの工程数削減や、途中の輸送負荷

軽減ができます。

環境ラベル
当社は、2005年１月、国内のアルミ缶メーカーで初めて

タイプⅢ環境ラベル「EPD」を取得しました。また2005年８
月には、日本固有のタイプⅢ環境ラベル「エコリーフ」も取得
しました。タイプⅢ環境ラベルとは、製品の生涯（ライフサ
イクル）の環境影響を数値化して公開する仕組で、消費者が
環境負荷の低い製品を選ぶための情報を提供します。

情報はWeb上に公開しています
http://www.epd-eco.com



13ユニバーサル製缶 CSR報告書 2009

環境報告

群馬工場ボディ部門のCO2削減活動

地球温暖化防止の取り組み

Environment Report

CO2の削減は、製造業としては解決すべき重要な課題です。
群馬工場ボディ部門では、生産数量を維持しながら、いか

にCO2の発生を抑制するかを検討し、ライン停止時のこまや
かなブロワー（送風機）停止やオーブン消火等の現場の省エ
ネルギー活動に取り組んでいます。さらに結城工場とともに
2008年よりオーブン、ボイラーの燃料をLPGからLNGへ
転換し、CO2を削減しています。

岐阜工場の省エネ活動
岐阜工場では、今までに「エアーの抑制」「高効率照明化」

「ブロワーモーターのインバーター化」などの省エネ活動を
実施してきました。2009年度からは、現場オペレーターが
中心となって実施する省エネ活動として、生産ラインの型替
え・版替えなどの条件変更によるライン停止時に「不要な機
械や搬送設備を停止」「オーブンの消火」により、無駄な電力
やLPGガスの消費を減らしています。
停止対象設備を「岐阜工場 省エネマップ」にまとめて公開

し、省エネ活動として停止させた設備とその停止時間をセク
ション毎に「省エネ日報」に記入します。省エネ日報は集計
されて、１日の省エネ活動によるエネルギー削減効果を金額
やCO2排出量に換算して掲示しています。
また、昨年11月に導入したエネルギー監視システムを活

用することにより、省エネ活動の実質効果をグラフやデータ

で確認することにより、エネルギーの無駄を追及しています。
今後、不稼働設備の自動停止など設備面での改善を進めて

いくことはもちろんですが、社員一人ひとりの省エネ活動に
対する理解や協力も重要であり、正社員・パート従業員から
派遣社員・関係協力会社の方々を含め、工場に勤めるすべて
の人がエネルギーの無駄をなくす活動を自ら率先してできる
風土づくりに取り組んでいきます。

特定荷主としての取り組み
当社は、2008年度において、アルミ缶や産業廃棄物など、

当社貨物の輸送量合計が3,000万トンキロ以上となったこと
から、2009年度より経済産業省から「特定荷主」の指定を
受けました。当社は、特定荷主として課せられる「継続的に
年平均１％以上のエネルギー使用原単位の削減」に対して、
現在、次の取り組みを開始しています。
１）最適輸送による域外輸送の削減（生産工場～納入先間の
輸送距離が最も短くなる生産工場の選定推進など）

２）モーダルシフトの推進（船舶利用の拡大など）
今後も、輸送にともなう環境負荷低減を目指した活動に取

り組んでいきます。

オーブンの消火 搬送設備の停止

グリーン経営認証マーク
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社会性報告
Social Report

技術・商品開発への取り組み

当社では、アルミ缶リサイクル協会の基本方針「アルミ缶
重量を2004年実績比で2010年までに1%軽量化する」とい
うリデュースに向けた取り組みとして積極的に缶胴、缶蓋の
薄肉軽量化を推進してきました。右のグラフは2004年以降
のアルミ缶重量（1缶あたりの平均重量）と削減量（2004年
比）を示していますが、当社の持つ技術開発力により、品質
特性を低下させることなく、2008年では累計3.9%の削減
（2004年比）を達成しました。

2008年度缶重量削減量

当社は、当社が共同研究をしている大学を通じ、2006年
よりインターンシップを受け入れ、学生に社会人生活や企業
の様子を体験することができる機会を提供しています。この
目的は、学生が大学で得た知識を企業研修で活用する一方で、
企業研修で得た経験をその後の研究や就職活動に活かせる双

方向の産学連携による人材育成を目指すものです。当社はこ
のインターンシップを通じて、学生に対し当社への認知度を
高め、企業文化や職種等についての理解を深めてもらうこと
で、優秀な人材の獲得にも繋げていきたいと考えています。

インターンシップの受け入れ

缶ふたのタブを持ち上げる際の指先の「不快感」、「痛感」
改善に関する当社論文が、このたび日本機械学会誌に掲載さ
れ、学会論文賞を受賞しました。
今回の受賞は、当社の人間工学と数値シミュレーション分

野が「強み」として戦力化されている証明であり、また本研
究は金沢大学大学院山崎教授との共同研究として、産学連携
の成果の象徴であるとも考えています。なお、筆頭著者であ
る韓技術主幹は、2006年の日本機械学会設計工学・システ
ム部門奨励賞受賞に続く快挙となります。

著者：韓晶、西山貞雄、山崎光悦、伊藤隆一
掲載誌：日本機械学会論文集（A編）
論文名：「開缶時の指掛かり性を考慮した飲料用アルミ缶蓋の設計」
Vol, No, page, year：73-733, pp.1095-1102,2007.9

2008年度日本機械学会賞（論文）受賞

当社は、レトルト用２層シートタイプキャップを開発・商
品化しました。従来のライナー単層のキャップと比較すると、
２層シート化したことでレトルト処理が可能となったほか、
耐落下衝撃性も向上しました。また、人にやさしい開封性を
実現したことが評価され、多くのお客様に採用して頂いてお
ります。なお、本キャップは、日本包装技術協会主催の
「2009日本パッケージングコンテスト」において食品包装部
門賞を受賞しました。

2009日本パッケージングコンテスト入賞

レトルト用
2層シートタイプ
キャップ

タブを
引き上げる動作

指先の
押し込み実験

タブを引き上げる
シミュレーション
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食品安全マネジメント

社会性報告
Social Report

■富士小山工場では
お客様が安心できる生産工場を目指し、2008年12月に認

証取得しました。認証取得に向けた活動を通して、社員全員
の食品安全意識と衛生レベルが向上しました。さらなるレベ
ルアップを目指し、食品
安全チームを中心とした
社員への継続的な教育等
を通し、工場のFSMSの
活動がより活性化するよ
う取り組んでいきます。

■群馬工場エンド部門では
2009年1月に認証取得しました。FSMSの活動を通じて

顧客満足のさらなる向上を目指すべく、当社における食品安
全、品質保証の指標となるよう邁

まい

進していきます。

■群馬工場ボディ部門では
FSMSの具体的な活動は、5S（清潔・清掃・整理・整頓・し
つけ）が適切に実施されたうえで、教育のための手順書作成、
教育訓練の実施、記録の保管、検証分析を行い、次のステッ
プに繋げていくことです。2009年度内取得を目標に食品安
全マネジメントシステムを構築、取得活動を推進していきます。

■滋賀工場では
認証取得への活動として、防虫・異物対策活動や清掃活動

について重点的に取り組んでいます。その中でも、特に重要
となるのが、特別衛生管理区域となる“パレタイザー、及び再
検査場”の管理です。専用の白衣に着替える場所の確保とし
て、ビニールカーテンで囲ったり、ロッカーの新設を行ない
ました。検査員の帽子の変更、パーテーションでラインと仕

切るなど優先順位を決め、必要な箇所から対応しています。
また、工場内での使用・持ち込み可能物の徹底や衛生管理

は、社員一人ひとりへの教育が重要です。定期的な勉強会、
掲示物による周知などを通じ、社員全員への教育訓練を実施
しています。外部からの入場者へも協力を要請し、管理状態
の維持に取り組んでいます。

認証取得に向けての取り組み

当社は、「食の安全・安心」への取り組みとして、ISO22000
（食品安全マネジメントシステム：FSMS）の認証取得を目指
しており、現在、全工場展開の折り返し地点にあります。

FSMSの、システム構築とその維持活動を確実に実施し、
今後も安全で安心な製品をお客様に提供できるよう努めてい
きます。

食の安全・安心への活動

パレタイザー前エリア 入場前手洗場 異物混入防止

審査風景 バキュームクリーナーによる毛髪の除去 検査室入室前の手へのアルコール消毒
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地域とのかかわり

知的障がい者によるプレス作業の様子

おんさい祭り 集められたアルミ缶 福引きの様子

岡山工場では、ボランティアや学校から、月に10トン程
度の使用済み飲料用アルミ缶（UBC:Used Beverage Can）
を回収しています。回収されたUBCは、地元の「社会福祉法
人 閑谷ワークセンター・せと」を利用している知的障がい者
の方々によってプレス作業等が施されており、当社が取り組
むアルミ缶リサイクル（CAN TO CAN）の一翼を担ってい
ます。作業は当工場内で週に３回行なわれており、皆さん一
生懸命に作業しています。今後も地域に根ざした社会貢献活
動を推進していきます。

知的障がい者とアルミ缶リサイクル活動

富士小山工場では、お客様あるいは地域の方々の工場見学
時に、三菱アルミニウム社の協力を得て、当工場と同じ敷地
内にある同社のリサイクル工場の見学も実施しています。こ
れは社会的にも関心の高いリサイクルの現場を見学して頂く
ことで、当社の推進するCAN TO CANの流れをより一層
理解して頂くためのものです。
また、当工場は以前よりリサイクル活動の一環として、社

員に使用済み飲料用アルミ缶の持込回収を呼びかけてきまし
た。本年７月からはこの活動を「愛のCANハート運動」とし、
積み立てた金額で地域の障がい者施設へ車椅子を贈呈するこ

とを目指しています。当工場では、社員一人ひとりが事業活
動内容を理解し協力することで、引き続き地域社会に貢献し
ていきます。

CAN  TO CANと地域とのかかわり

毎年10月は、美濃加茂市主催の中仙道まつり（おんさい美
濃加茂まつり）の秋の陣が開催され、岐阜工場は毎年アルミ
缶回収ブースを出店しています。アルミ缶20缶で福引きの
抽選券１枚と引き換え、景品を渡しています。地域住民の中

には、この日のためにアルミ缶を溜めて、両手に持ちきれな
いほど持ってこられる方もおられ、祭りの定番ブースとして
地域の方々に親しまれています。なお、回収したアルミ缶は
リサイクルされ新たな缶に生まれ変わっています。

おんさい美濃加茂まつり

工場見学風景 「愛のCANハート運動」回収箱

社会性報告
Social Report
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社員の安全のために

岡山工場では、2009年３月にJISHA（中央労働災害防止
協会）方式適格OSHMSの認定を取得しました。OSHMS認
定取得に当たっては、事務局・準備委員会を立ち上げ、マニ
ュアルや各規定類の整備を進め、従来から行ってきた安全衛
生活動をベースに体系的、継続的に実施する仕組みづくりを
行いました。
OSHMS導入により、従来の安全衛生活動の反省を踏まえ

た次期目標の設定や具体的な行動指針が策定できるようにな
り、これに基づく日常的な安全衛生活動の展開によって、活
動自体をより有効なものとすることができました。とりわけ
リスクアセスメント手法の導入に取り組んだことで、従来の
災害発生後の後追い対策型から、潜む危険に対する先取り安
全対策型としてPDCAを回せるシステムを構築しました。
また、「JISHA方式は全従業員の意見を反映させる」という

特長があるため、OSHMS認定に向け取り組む過程がコミュ
ニケーションアップと組織の活性化に繋がり、導入以降、工
場全体の安全衛生意識の向上が図られています。
今後はリスクアセスメントを中心にして全員参加でPDCA

を回し、安全で安心な職場づくりに継続的に取り組んでいき
ます。

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）

危険体感教育

実地調査

法令教育

認定式

社会性報告
Social Report



18 ユニバーサル製缶 CSR報告書 2009

社会性報告
Social Report

社員とともに

■障がい者雇用
障がい者雇用は、「企業としての社会的責任」との観点か

ら、経営課題として全社を挙げて推進しています。

2007年10月における障がい者雇用率が0.84％と法定雇
用率を大きく下回る状況であったことから、2010年３月末
までに障がい者雇用率２％以上の達成を当社目標として、各
事業所ごとにアクションプランを策定し雇用促進を図ってき
ました。その結果、2008年８月には法定雇用率である
1.8％に達し（1.84％）、それ以降、2009年7月現在
（2.26％）まで法定雇用率以上の雇用を継続しています。
今後も関係行政機関等と連携し、障がいのある方の適性に

応じた職域拡大や職場開拓と継続的な職場環境の整備を図っ
ていきます。

■定年退職後再雇用
当社は、定年退職者の技術や知識を引続き活かしてもらい、

また、後輩への指導・教育のため、再雇用制度を導入していま
す。現在11名を各事業所及び関係会社で再雇用しています。

人材登用の取り組み

■セクシュアルハラスメント防止の取り組み
当社は、同じ職場に働く社員の意欲を阻害し、職場環境を

悪化させるセクシュアルハラスメントの防止と解決に鋭意取
り組んでいます。社員からの相談や苦情のための窓口を設置
し、相談窓口担当者を事業所ごとに選任しています。もちろ
ん窓口においては情報管理を徹底し、当事者のプライバシー
や秘密は厳守されており、不利益が及ぶことはありません。

■人権啓発
当社は、社員（嘱託・パート・契約社員、派遣社員を含む）

一人ひとりの基本的人権を大切にし、その全ての社員が活き

活きと働ける明るく健
全な職場環境づくりに
努めています。本社、
事業所ごとに研修など
を実施し、人権意識の
啓発を図っています。

■メンタルヘルスケア
近年、働く人々のストレス・メンタルヘルス問題が社会現

象となっています。当社は相談体制の構築、及び休職・復職
の支援によるメンタルヘルスケアに取り組んでいます。

快適な職場づくり

■労使協調
当社は、ユニオンショップ制のもと、経営施策の実施には

社員の理解と協力が必要不可欠であると認識しており、四半
期ごとに会社経営層と労働組合役員が一堂に会する労使協議
会等を開催し、経営方針などの重要事項をはじめとする情報
の共有化を図り、健全で良好な労使関係を構築しています。
また、日頃より各事業所においても組合支部と、経営状況

や操業状況、業務運営等について、相互理解を深めています。

健全で良好な労使関係

人権啓発研修
（セクハラ事例のディスカッション）

労使協議会



編集後記

本報告書は、当社CSR報告書として３回目の発行となり

ます。

本報告書では、各部門がいかにCSRに取り組んでいる

かを検証し、今後の当社CSRの方向性について報告する

ため、昨年度のCSR活動の取り組み状況と今後の課題等

について、各部門担当役員にインタビューを行いました。

時代の変化とともに、企業に対する社会的責任がより一

層厳しく問われています。当社は引き続き、ステークホル

ダーの信頼に応えるべく今後も一層CSRを推進し、「Can

For You !」を合言葉に、人と社会と地球にやさしい飲料

容器を提供してまいります。

当社CSRについての皆様からのご指摘等につきまして

は、真摯に受け止め、今後に活かしたいと存じます。是非

とも、ご意見・ご感想をお寄せくださいますようお願い申し

上げます。

発行日　2009年10月1日
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